
 

 

 

 

 

 

 令和４年４月１日(金)より「日本住宅性能表示基準」が改正となりました。 

 2050年カーボンニュートラルや脱炭素社会の実現に向けて、住宅の省エネ

ルギー性能を、より一層向上させる必要性が高くなり、現行の等級から新たに

「断熱等性能等級５」と「一次エネルギー消費量等級６」が創設される事とな

りました。 

 

 この断熱等性能等級とは、「室内と外気の熱の出入りのしやすさ」の指標と

して、ＵA 値（外皮平均熱貫流率）で表されており、値が小さいほど熱の出入

りがし難く、断熱性能が高いと判断する事が出来ます。 

 また、一次エネルギー消費量等級とは、実際に住宅で使用される給湯、冷暖

房、照明等で使われるエネルギーと再生可能エネルギーの合算で、エネルギー

消費量が少ないほど等級が高くなります。 

 昨今は、YouTube等の動画で様々な情報が得られる時代となりました。 

この基準値を参考に、各ハウスメーカーを比較対象として住宅を検討されてい

る方もいますが、「数値・性能が良い＝住宅の快適さ」になるとは限りません。  

今後は、上表にもあるように「ZEH水準を上回る等級」が 10月１日より施

行予定となっており、戸建住宅において断熱等性能等級の等級６や等級７が追

加される予定です。しかし、この数値は、設計時の計算値でしかありません。 

ご自身が住まわれる家を検討される際は、これらの数値はあくまでも目安と

し、実際の快適性や住み心地は実際に自身で体感され決める事をお勧めします。 

 何を選択するかは、家族数、ライフスタイル、予算、敷地要件等を加味しな

ければなりません。 

加えて、断熱性能・間取り・デザインなど、バランスが取れた住宅を選択す

る事で、悔いのない家づくりを実践すべきです。 

 

 

 住宅を取得する際の住宅ローン商品として、住宅金融支援機構が取り扱って

いる「フラット 35」が４月１日よりリニューアルされました。 

 この融資制度で注目したいのが、令和４年 10 月より新たにスタート予定の

「フラット 35Ｓ（ZEH）」です。 

フラット 35Ｓ（ZEH）は、令和４年 10 月１日以降に借入申込受付分から

を予定しております。条件を満たせば借り入れ金利から当初５年間は年 0.5%、

６年目から 10年目までは年 0.25%が引き下げとなります。 

また、金利引き下げ方法も変更となり、10 月１日以降は住宅性能等の条件

によりポイントの合計数に応じて、金利が引き下げとなります。 

■フラット 35Ｓ（ZEH）の仕様・条件 

 

 

 

 

 ■ポイントの合計数によって、引き下げられる金利が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

  

まだ詳細が確定しておりませんが、これから住宅を検討し始める方であれば、

家づくりを計画中の方は、タイミングの合う融資制度が激しく変動するので、

その動向を注視してください。       （著：ファース本部 冨田武美） 
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◇ 新たに創設される「省エネ上位等級」 ◇ 

◇ フラット 35Ｓ（ZEH）がスタートします！ ◇ 

■施行スケジュール 
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